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This paper aims to develop and evaluate a new technology foresight methodology.  A case study of a technology 
foresight project conducted in Ena-city, Gifu-prefecture, Japan in 2013.  The new maglev (liner motor) train 
system will be introduced in the region connecting East-South region of Gifu-prefecture and Tokyo-metropolis in 
about 45 minutes by 2027.  The foresight project aims to contribute in decision making for regional policies in the 
time, coupling several technology foresight methodologies such as the Web survey method, workshop by citizens 
and scenario writing. 
 

















ては、EU の研究開発資金により、European Foresight Monitoring Network（EFMN）が構成
され、各国のフォーサイト活動を取りまとめるなど、フォーサイトを政策立案に応用する
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もの、あるいはその両面を併せ持っている。 















し、公開用 Web サーバを設置して実施した。 






























































た。アンケート項目は付録 1 に示す。また、付録 1．にアンケート調査項目を添付する。 
 
2.4 調査結果（技術課題の重要性） 
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図5(1) 年代別のデータ割合（％） 図5(2) 性別全体のデータ割合（％） 






















図 6(2)では全質問に対して開発時期の比較を行ったところ、20 年、30 年に多くの回答が
集中した。20 年、30 年に回答が集中した理由としては、リニア中央新幹線が 2027 年に開
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今回の山梨大雪で。相模原～甲府のリニア、少し早めに完成させてもいいかもなと思った。 山梨県 神奈川県 山梨県  
（出所）筆者作成。 
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3.2 発言者の地域情報の取得 
また、キーワードを含むツイート者の ID は API によって取得することができる。取得
した ID からユーザの発言を全て取得して地域の推定を行う。頻出数が上位の地域をその
ユーザが住んでいる地域、若しくは興味を持っている地域（特定地域）と定める。先ほど
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４．ワークショップ 
 











この流れの中で特に重要視されるのはステップ 4 である.ステップ 1、ステップ 2、ステ
ップ 3 はステップ 4 を行うに対しての資料として行ったものである。この資料を基にステ
ップ 4 の検討を進める。ステップ 4 の問題意識の検討で行った作業のテーマは「2030 年に
理想とする社会像の検討」というテーマで話し合いを進めた。 
特に最後のステップ 4 における重要な目的は、次に実施するシナリオの記述のための軸
となる課題を抽出することである。ステップ 4 の検討の順序を以下の図 11 に示す。 
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一つの班でブレインストーミングを行い、集まった意見を表 12 にまとめる。 
 
表12  ブレインストーミングの意見一覧 
・観光資源の活用  ・仕事の多様化 
・農業体験  ・緑化運動の推進 
・東京日帰りツアー  ・日帰り出張の増加 
・国内旅行の増加  ・IT を使った産業の活性化 
・地域密着サービス  ・特産品の販売の容易 
・施設の増加  ・伝承取引の容易 
・ネットによる婚活  ・学費がなくなる 
・人体認証（バイオメトリクス）  ・バーチャルな遊び 
＜研究ノート＞ 
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・バーチャル診断  ・高齢化による地域活動の活発 
・福祉ゾーン設営  ・自宅で授業 
・精神病の確立  ・世界の授業が受けられる 
・自己完結型家屋  ・働きながら学ぶ 
・地域通価の流通  ・地域内で教育の一貫性 
・地域開発  ・地方の学校に行ける 
・高断熱の住居  ・学校の施設づくり 
・ユニット生活  ・育児休業の義務化 
・育児休暇  ・保育園の義務化 
・社会福祉の向上  ・24 時間子供を預ける 
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次に KJ 法によるグループ化の結果に対して、AHP 法を用いて、地域にとって重要度が






























ーズに対してのシナリオを作成する。シナリオの作成のイメージを図 15 に示す。 
＜研究ノート＞ 





また、今回作成したシナリオの作者とシナリオタイトルの一覧を表 16 に示す。 
 
表16 シナリオの一覧 
表題 「若者がいる町」 「社会福祉の向上」 専門学校の増加 
人口増/企業 
誘致成功 
若者がいる町 社会福祉の向上 専門学校の増加 
人口増/住宅地 地産地消の町 観光地化 
住居環境と育児の 
向上 
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問 21 市内に人を呼ぶためには 多肢選択 
問 22 観光資源として必要なものは 多肢選択 
問 23 リニア中央新幹線が開通したら利用するか 利用頻度の予想 
問 24 多世代が交流するコミュニティの設立は 重要度 
問 25 性別は？ 回答者の属性情報
問 26 年齢は？ 回答者の属性情報
問 27 現在の居住地は？ 回答者の属性情報
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